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１日 運動会予行 

 ５日 ミニ運動会（順延あり） 

 ８日 ２年まち探検 

９日 第１回学校見学会 

１０日 幼稚園訪問３時間授業 

１１日 ５年校外学習佐原方面 

    ６年キッザニア 

１２日 休業日     

１４日 朝会（放送） 

１５日 千葉県民の日 

 

食 事 の 心 
 宿坊になっているお寺に泊まると、朝の食事の前に、必ず次の言葉を唱え

終わってから、ご飯やお粥をいただくことになっています。 

     一には、功の多少を計り、彼の来處を量る。 

     二には、己が徳行の前缼を忖って供に応ず。 

     三には 心を防ぎ、過を離るる事は、貪等を宗とす。 

     四には 正に良薬を事とするは、形枯を療ぜんが為なり。 

     五には 成道の為の故に、今この食を受く。 

 これは「食事五観の偈」といい、禅宗寺院の食事で唱えられています。短

い言葉の中に実に味わい深いものが感じられます。 

 一つには、今、頂戴しようとしているご飯、お汁、おかずが出来上がるま

でのご苦労への感謝をします。 

 二つには、今、それをいただこうとしている自分に鏡を当てて反省します。 

 三つには、ものを貪る心を鎮める穏やかさを持ちます。 

 四つには、今頂戴する食事が自分の尊い生命を育んでくれることへの深い

思いを持ちます。 

 五つには、お釈迦さまが教え示されたお悟りを学ぶために、この生命ある

ものをいただいて、私は生かされているのです。 

 これらの気持ちを忘れることなく、日々の食事をいただきたいものです。 

 

ち ょ っ と う れ し い 話 

～ 礼儀正しさ お礼の手紙 ～        

 小学部の児童の礼儀正しさを見て、入学させて良かったという声が届きました。

帰りの電車で、上級生が「１年生座っていいよ。私たち立ったままで大丈夫。」 

と声を掛けてくれたそうです。礼儀も正しく、このようなみなさんと同じ校舎で 

ともに学べることを誇りに思いますという内容でした。 

 小学部として、今後も、マナー等の指導を重ねてまいりたいと思います。 

１６日 第２回学校見学会 

１７日 保護者会（オンライン） 

１８日 仏教朝礼（放送） 

１９日 スポーツテスト 

２４日 １年千葉動物公園 

２５日 ２年アンデルセン公園 

３年市内巡り 

２６日 休業日 

２９日 職員会議 

３０日 第３回学校見学会 

今 月 の 目 標 

 「新型コロナウイルスに感染しないように、

健康に気をつけましょう」 

「正しい言葉づかいをし、礼儀正しくしま 

しょう」 

ミ ニ 運 動 会 

６月５日予定の本年度の運動会は、新型コロナウイル

スの感染が収まらない状況ですので、学年別に実施する

計画でおります。各学年ともに練習に熱が入っており、

それぞれの学年４０分程度の競技時間ですが、ダンス、

鼓笛、徒競走、偶然走を行う中で、子供たちの頑張りを

ご覧いただくこととなります。各ご家庭２名までの参観

となりますが、ご理解いただきたいと存じます。 

詳細は、過日配付いたしました資料をご覧ください。 

 

ス ポ ー ツ テ ス ト 

６月１９日（土）に、スポーツテストが予定されてい

ます。コロナ禍で大人も子供も体力が落ちている、運動

不足が顕著であるという報道があります。スポーツテス

トがあることをきっかけとして、親子で自宅でできる簡

単な運動や、屋外の密にならない場所での運動など試み

てはいかがでしょうか。 

海外の研究で、運動能力と学力に相関関係があること

も言われていますので、双方バランスよく力をつけてい

くとよいのではないかと思います。 

創立９６年記念式  

～ 創設者の思いを 受け止めて ～ 

 ５月８日（土）、本学院の創立９６年記念式が、小中高合同

で放送により行われました。 

 学院長からは、大正末期の男性中心の社会の中で、女性の活

躍を目指すための女子校設立に向けての平田華蔵先生の思い、

仏教を通しての人間教育の大切さ、創設の頃、あたりがまだ桃

畑であったこと、校歌の鳰鳥は葛飾の枕詞であることなど、創

立当時の思いや様子について話がありました。 

 間もなく創立１００周年を迎えますが、新しい時代を創り上

げていく女性を育てていきたいという、学院長 

の強い思いは、子供たちに伝わったと思います。 

 この講話を受け、時代の流れを読み取り、自 

分自身をしっかりと見つめることができ、社会 

で存在感のある女性の育成に努めてまいりたい 

と考えます。 

６ 月 行 事 予 定 

 

 

 

 

（平田華蔵先生） 
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